
会  議  録

会議の名称 平成 22年度 第3回文化財審議会

開催日時 平成 23年2月8日(火) 15時30分～17時30分

開催場所 教育委員会 会議室

出席者 渋谷一夫委員、関健二委員、木藤隆太郎委員、大澤綾委員、水宮恒委員、山田友昭委員

事務局（永瀬生涯学習課長、加藤副課長）

欠席者 横山亮英委員

会議次第 １．報告

(１) 近代の庭園・公園等に関する調査について

(２) 入間東部地区文化財保護連絡協議会行事

  ①資料館・文化財保護研修について

  ②平成 23年度理事会・総会について

(３) 資料館事業について

  ①水子貝塚資料館

  ②難波田城資料館

(４)その他

２．協議

(１)今年度の研究協議について

(２)その他

会議資料 ①富士見市の文化財制度の拡充に向けて（案）

②屋号（呼称＝呼び名）・地名から見た富士見市の自然と歴史

③屋号・地名から見た文化財と新旧「新河岸川」の舟運と歴史

公開・非公開 公開（傍聴人 ０人）

会議録確認 渋谷一夫委員



会議内容

あいさつ（議長）

１．報告

(１) 近代の庭園・公園等に関する調査について

事務局：国から近代の庭園・公園等に関する調査依頼があった。市内には該当するものはないと考えているが、

委員に確認したい。

委員：今回の要件に該当するものは思いあたらない。

（２）入間東部地区文化財保護連絡協議会行事

事務局：３月中旬に資料館・文化財保護行政研修を行う。また、５月中旬から下旬にかけて理事会と総会が開催

される。日程が決まり次第通知する。

（３）資料館事業について

事務局：水子貝塚資料館の企画展は現在開催中、難波田城資料館の企画展は３月から開催する。

（４）その他

なし

２．協議

（１）今年度の研究協議について

事務局：前回の会議以降で加筆修正している。確認をお願いする。

（委員による資料の確認と修正作業）

委員：今後の課題としては、文化財所有者への配慮や、伝統芸能であれば後継者育成についての文章を入れたら

どうだろうか。

委員：さまざまな団体で後継者の育成が課題となっているということはよく聞く。入れた方がよい。

事務局：課題の中に文章として入れる。

委員：群とした文化財を廻るコースとして、みどりの散歩道ができないか。

委員：データベース化は進めるべきで、できる限り提示できないか。将来的には、できあがったデータベースを

教育委員会で保存し、図書館や資料館などでも閲覧できるようにすると発展性がある。これには、獅子舞な

どの映像も含めたい。そうすれば、小中学校の先生も活用できるようになる。年に１回程度水子貝塚や難波

田城を利用するだけでは文化財に触れる機会が少ない。

委員：市内の小学校で郷土教室の講師を行ったことがある。子どもの意見は率直で多様である。文化財に触れる



さまざまな機会を増やせるようにしたい。

委員：小中学校だけでなく、公民館の一般講座でも利用できるものとしたい。

委員：資料２と３を作成した。新河岸川舟運当時を屋号と地名から復元した。一つ一つは重要ではないが、全体

としてみると歴史的価値がでてくるものである。個から線・面へ広げていくことにより文化財の本当の価値

がわかる。次回会議までに読んできていただき、意見を伺いたい。

(２)その他

  なし

次回会議 ６月中旬を予定。




